
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 104 

令和 5年度 理科 

 

教科 理科 科目 化学 単位数 3 単位 年次 2 年次 

使用教科書 化学 academia （実教出版） 

副教材等 
新課程版 セミナー化学基礎＋化学（第一学習社） 

新課程二訂版 スクエア最新図説化学（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

講義・観察・実験などを通じて物質に親しむとともに，自然に対する関心や探究心を高め，化

学の理論や物質の性質について理解を深めてください。そのために，高度な理論も必要に応じて

学習をします。また，知識を定着させるため，課題提出や演習などを随時行います。 

必須事項の物質量と化学式は、不十分だと自覚すれば必ずやり直してください。化学基礎の内

容は，２年の夏までにセミナーの化学基礎の範囲をすべてやり終えて復習しましょう。 

予習は、次に学ぶところを図表・教科書などで少し見ておく程度でよいですが，内容が難しく

覚えることも多くなるので，復習は単元の区切りごと（１週間めど）に，教科書を見直してセミ

ナーの基本問題に取り組んでください。その後，発展問題にも取り組みましょう。 

２ 学習の到達目標 

 化学的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験など

を行うことなどを通して，科学的に探究するために必要な資質・能力を育成する。 

各単元の具体的な目標は次のとおりで，入試問題にも対応できる実践力を養う。 

・酸化還元反応について理解できるとともに，電池・電気分解について日常生活や社会と関連づ

けて考察できる。 

・気体，液体，固体の性質を探究し，物質の状態変化，状態間の平衡，溶解平衡および溶液の性

質について理解するとともに，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

・化学変化に伴うエネルギーの出入り，反応速度および化学平衡を探究し，化学反応に関する概

念や法則を理解するとともに，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

・無機物質の非金属や金属についての性質や反応を探究し，特に非金属元素の性質については周

期表と関連づけて理解するとともに，日常生活や社会と関連づけて考察できる。 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

化学的な事物・現象につい

ての観察，実験などを行う

ことを通して，化学の基本

的な概念や原理・法則の理

解を図るとともに，科学的

に探究するために必要な観

察，実験などに関する技能

を身に付けている。 

化学的な事物・現象を対象

に，探究の過程を通して，情

報の収集，仮設の設定，実験

の計画，実験による検証，実

験データの分析・解釈などの

探究の方法を習得している。

また，報告書を作成したり発

表したりして，科学的に探究

する力を身に付けている。 

化学的な事物・現象に対して

主体的に関わり，それらに対

する気付きから課題を設定

し解決しようとする態度な

ど，科学的に探究しようとす

る態度を身に付けている。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 
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４ 学習の活動 

学 

期 

単
元名 学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

物
質
の
変
化 

「
酸
化
と
還
元
」「
電
池
と
電
気
分
解
」 

酸化と還元 

 

酸化剤・還元剤 

 

電池 

 

電気分解 

a.酸化還元反応を理解し、反応式を作れ

る。 

b.酸化剤と還元剤のはたらきを理解し、

量的関係を求めることができる。 

c.化学電池に関心を持ち、仕組みについ

て理解している。 

a.外部から加えた電気エネルギーによ

って，電極で酸化還元反応（電気分解）

が起こること，また，その反応に関与

した物質の変化量と電気量との関係

を理解している。 

b.導き出した考えを表現している。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

物
質
の
状
態
と
平
衡 

１節 状態変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 節 固体の構造 

 

 

 

 

 

 

 

3 節 気体の性質 

 

 

 

 

 

4 節 溶液 

a.物質の沸点，融点を分子間力や化学結

合と関連づけて理解している。また，状

態変化に伴うエネルギーの出入りおよ

び状態間の平衡と温度や圧力との関係

について理解している。 

b.物質の状態変化・気液平衡と粒子の熱

運動の関係を論理的，総合的に判断し表

現できる。 

c.物質の状態変化を日常生活や社会に

関連させ，探究，考察しようとする。 

a.結晶格子の概念および結晶の構造に

ついて理解している。 

b.固体の構造の示す性質などについて

化学的に考察し，その考えを説明するこ

とができる。 

c.状態変化の現象について，粒子の運動

と関連づけて探究しようとする。 

a.気体の体積と圧力や温度変化との関

係を理解している。 

b.気体の法則について化学的に考察し，

その考えを説明することができる。 

c.気体が示す様々な性質に着目し，探究

しようとする。 

a.溶液の性質の法則性，コロイド溶液に

関する事象を理解し，知識を身につけて

いる。 

a.沸点や融点の測定結果から量的関係

を的確に表現できる。 

b.希薄溶液の示す性質について，その考

えを説明することができる。 

c.気体，液体，固体が示すさまざまな性

質に着目し，共通の事象について規則性

を予測しようとする。 

c.物質の状態変化を日常生活や社会に

関連させ，探究，考察しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 
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２
学
期 

物
質
の
変
化
と
平
衡 

１節 化学反応と熱・光エネル

ギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 節 反応の速さとしくみ 

a.化学反応における熱および光の発生

や吸収は，反応前後における化学エネル

ギーの差から生じる事を理解している。 

a.ヘスの法則について理解している。 

a.化学発光や生物発光，光化学反応につ

いて理解している。 

b.化学反応に伴って熱，光，電気エネル

ギーの出入りがあることを理解してい

る。また，導き出した考えを的確に表現

することができる。 

a.反応速度の表し方，反応速度に影響を

与える要因などについて理解している。 

a.反応速度に関する観察，実験などを行

い，その操作や記録などの技能が習得で

き，結果から結論を導くことができる。 

b.化学反応が，温度・濃度・触媒の影響

などを受けることを推論することがで

きる。また，導き出した考えを的確に表

現することができる。 

c.化学反応に伴うさまざまなエネルギ

ーの出入りがあること，温度・濃度・触

媒などが反応の速さに影響することを

意欲的に探究・考察しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究

提出物 

物
質
の
変
化
と
平
衡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

無
機
物
質 

4 節 化学平衡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１節 元素と周期表 

a.可逆反応や化学平衡の移動，水のイオ

ン積，ｐH，弱酸，弱塩基の電離平衡，溶

解度積などについて理解している。 

a.化学平衡に関する観察，実験などを行

い，その操作や記録などの技能が習得で

き，結果から結論を導くことができる。 

b.化学平衡になる典型的な反応につい

て，実証的・論理的に分析し，科学的に

考えることができる。 

c.化学平衡などの複雑なしくみがある

ことを意欲的に探究・考察しようとす

る。 

a.非金属元素の単体・化合物の性質や反

応について，周期表と関連づけながら理

解し，知識を身につけている。 

a.無機物質の観察実験において，実験器

具の選定や扱い方が身についている。 

b.無機物質の性質や反応などについて，

周期表と関連づけて考察することがで

きる。 

b.日常生活と関わりの深い無機物質に

ついて，観察実験を通して，規則性を見

出し，さまざまな事象が生じる要因やし

くみを科学的に考察してまとめること

ができる。 

c.無機物質に関する性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，それらに関

する基本的な概念や法則を意欲的に探

究しようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究

提出物 
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３
学
期 

無
機
物
質 

2 節 非金属元素 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 節 典型金属元素 

 

 

4 節 遷移元素 

a.無機物質が実験を通してどのように

人間生活に利用されているかを知る。 

b.日常生活と関わりの深い無機物質に

ついて，観察実験を通して，規則性を見

出し，さまざまな事象が生じる要因やし

くみを科学的に考察することができる。 

b.無機物質と化学工業との関係をさま

ざまな観点で捉え，科学的に考察，判断

できる。 

c.無機物質に関する性質や反応に関す

る事物・現象に関心をもち，それらに関

する基本的な概念や法則を意欲的に探

究しようとする。また，観察・実験を行

い探究しようとする。 

a.金属元素の単体・化合物の性質や反応

について，周期表と関連づけながら理解

し，知識を身につけている。 

a.典型元素と遷移元素の特徴を正確に

把握できている。 

a.無機物質がその特徴を生かして人間

生活の中で利用されていることを理解

し，その知識を応用することができる。 

a.機物質の性質や反応について，観察実

験の基本操作や記録の仕方を習得する

とともに，実験器具の選定や扱い方が身

についている。 

a.観察，実験過程や結果から生じる問題

や発見事項について，自ら考えを導き出

して，新しい課題を設定することができ

る。 

a.無機物質が実験を通してどのように

人間生活に利用されているかを知る。 

b.日常生活と関わりの深い無機物質に

ついて，観察実験を通して，規則性を見

出し，さまざまな事象が生じる要因やし

くみを科学的に考察することができる。 

b.無機物質と化学工業との関係をさま

ざまな観点で捉え，科学的に考察，判断

できる。 

c.無機物質について観察，実験を行うと

ともに，それらを日常生活と関連させた

り，化学工業と関連づけて意欲的に探究

したりしようとする。 

定期考査 

確認テスト 

定期考査 

提出物 

実験探究 

提出物 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


